様式第31号（第63条関係）
[bookmark: _GoBack]（特別管理）産業廃棄物処分実績報告書（令和○○年度実績）記載例

―中間処分業・最終処分業―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和○○年　○月○○日自社排出分は、算入しないこと。
移動式施設は、長野市内で作業分のみ記載すること。


　　　（宛先）長野市長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　　長野市大字○○１２３番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　㈱ながの　代表取締役　×××産廃、特管、中間処理、最終処分の別にそれぞれ作成すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先（電話）　　０２６－×××－××××処分場所は実際に作業した場所を記載する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 法人にあっては、主たる事務所の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 所在地、名称及び代表者の氏名

　令和○○年度の（特別管理）産業廃棄物の処分実績について、長野市廃棄物の適正な処理の確保に関する条例第78条第１項の規定により報告します。
	許可の種類
	産業廃棄物処分業（中間処理）
	許可年月日
	平成１８年××月××日
	許可番号
	９５２１‐××××××
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廃棄物の種類
	委託者（排出事業者又は処分業者）
	処分内容
	処分の委託先

	
	許可番号
	氏名又は名称
	受託量（ｔ）
	処分方法
	処分量
（ｔ）
	処分後量
（ｔ）
	許可番号
	氏名又は名称
	委託先の
処分方法
	委託量
（ｔ）

	
	排出された場所
	
	処分場所
	処分を委託した場所
	
	

	有機汚泥
	
	△△食堂
	１２ｔ
	脱水
	１２ｔ
	３ｔ
	２０２６－××××××
	㈱△△有機
	堆肥化
残
	３ｔ

	
	長野市△△
	
	長野市△△△
	△△村△△
	
	

	木くず
	２０２８－××××××
	○○建材
	５００ｔ
	破砕
	５００ｔ
	５００ｔ
	
	
	有価販売
	

	
	長野市○○
	
	長野市○○
	
	
	

	廃プラ
	
	××建設
	３００ｔ
	焼却
	３００ｔ
	２５ｔ
	２０４６－××××××
	××産業
	管理型埋立
残
	２５ｔ

	
	長野市××
	
	長野市××
	××県××市××
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	処分後の残さの委託先、処分内容を記入する。

	
	

	
	
	
	
	
	
	


　備考排出場所の所在地（県と市）別に集計するので必ず記入すること。

　　１　翌年度の６月30日までに提出すること。
　　２　受託量、処分量、処分後量及び委託量は、全てトンに換算すること。
　　３　委託者とは、報告者に処分を委託した者をいい、排出事業者から委託を受ける場合と処分業者から再委託を受ける場合があること。なお、再委託である場合に
　　　は、再委託者の許可番号を記載すること。
　　４　「処分の委託先」とは報告者が産業廃棄物の処分を委託した者をいい、処分により生じた産業廃棄物の処分を委託した場合にあっては「残」と、処分の再委託
　　　の場合は「再」と、「委託先の処分方法」の欄に委託先における処分方法とともに記載すること。
　　５　記載事項の全てを記載できないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、その書面を添付すること。
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